
家主・管理会社に対する残置物モデル契約条項の導入による高齢者の入居促進事業
（NPOあんしんネットワーク）

課題 居住支援法人と連携した高齢者専門の不動産仲介事業を行う中で、高齢者が入居可能な賃貸物件を探すこ
とに多大な労力を要している。

目的 高齢者入居に伴う賃貸人側のリスク回避策が周知されていないため、高齢者入居を敬遠する賃貸人は多い状
態である。本事業ではモデル契約条項を中心としたリスク回避策を整備・周知することにより、高齢者が入居で
きる物件が確保できる環境を構築することを目的とする。

取組内容 １．残置物処理費用確保と高齢者が安心して生活するための支援サービス検討
２．モデル契約条項を盛り込んだ契約書のひな形作成と事業フローの構築
３．居住支援法人・居住支援協議会等と連携した単身高齢者を受け入れるための環境整備
４．連携できる家主・管理会社の開拓
５．モデル契約条項を活用した単身高齢者の賃貸物件探し・契約締結支援

成果 ・残置物モデル契約条項に見守りサービス（居室内死亡時の費用補償付帯）をセットした支援 サービス・契約
ツール類の作成完了。
・残置物モデル契約条項の活用を行う管理会社を開拓するためのツールとして「残置物モデル契約条項の
活用ガイド」を作成。
・公営住宅での活用方策について、セミナーを通して参加自治体の方々に周知することができた。
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